
農学職の業務内容

１．島根県の農業の現状

（１）農業の概要

主な農産物は、水稲を中心に、ハウスによる加温栽培面積が日本一のデラウエア、

西条柿をはじめ、トマト、キャベツなど多くの品目が栽培され、県内はもとより県外

市場に出荷されています。

農業産出額は、676億円（令和５年）であり、昭和59年のピーク時と比較すると約６

割となっていますが、令和２年以降、園芸作物の生産面積拡大や肉用牛子牛の頭数増

加などにより、増加傾向にあります。

品目別では、米（174億円）、生乳（96億円）、肉用牛（93億円）などが上位を占

めており、園芸品目では、ぶどう（31億円）、トマト（17億円）、ほうれんそう（12

億円）、ねぎ（10億円）が10億円を超えています。



（２）農業の主な特徴（強み）

（３）県の取組の方向性

県版GAP認証制度である「美味しまね認証」(※)を平成21年
に創設し、全国的にもいち早く推進してきました。

全国に先駆けて、県立農林大学校に有機専攻課程を設置す
るなど、先進的な取組を進めています。

○「美味しまね認証」経営体数は全国５位（R6.3月末現在）

○「有機農業」の耕地面積に対する割合は全国３位
（R5.3月末現在）

○「しまね和牛」肉質日本一

令和４年に、全国の銘柄牛が肉質を争う２大大会で、全国
１位に輝きました（同じ年に同一ブランド牛の２冠達成は全
国初）。

「美味しまねゴールド」

まねっこコラボマーク

有機JASマーク

お い

（※）産品が県の定めた生産工程管理基準（食品安全、環境保全、労働安全等）に基づき生産されて

いることを認証する認証制度

島根県では、第２期島根県農林水産基本計画（R7年度～R11年度）において、
「持続可能な農業・農村の実現」に向けた将来ビジョンと基本目標を設定し、その
達成を目指して、「重点推進事項」と「重点推進事項を進めるため取組」を進めて
います。



２．業務内容

【普及指導員】

農業の現場で、農業者や産地が抱える課題の解決を支援します

経営発展を目指す担い手への技術導入や経営管理の支援、産地や地域の維持・発展

に向けた営農体制づくりなどの活動を行います。

現在どんな仕事を担当していますか？

新規就農者の確保・育成と果樹の生産振興に関する業務を担当しています。

就農希望者や新規就農者に対して、市町やJA等の関係機関と連携し、就農までのサ

ポートや就農後に経営がより良くなるように支援を行っています。

また、果樹（ぶどう）担当として、生産者と直接接して、経営改善支援や産地の課

題を解決できるように取り組んでいます。具体的には、生産量の向上を図るため、巡

回指導や栽培講習会の開催のほか、産地の将来ビジョンづくり支援を行っています。

島根県職員として働く魅力は？

栽培技術の支援だけでなく、産地づくりなど様々な形で生産者に関わることができ

る点です。直接生産者に接する業務は、課題が様々で上手くいくことばかりではあり

ませんが、生産者の経営や気持ちの変化を直に感じることができます。

また、就農相談から就農後のサポートまで、一人でできる仕事ではなく、多くの人

が携わり、市町やJAも含めた関係機関で目標に向かって取り組めることも魅力の１つ

だと感じています。

ある１日のスケジュール

ぶどうの栽培管理の指導



【研究職】

持続可能な畜産経営の実現のため日々、研究に励んでいます

肉用牛生産の拡大を重点的に進めるため、消費者や購買者のニーズに対応する商品

価値の高い畜産物生産に向け、付加価値の創出や飼養管理の高度化などの研究に取り

組んでいます。

現在どんな仕事を担当していますか？

畜産技術センターでは、肉用牛（種雄牛、繁殖雌牛、肥育牛）と乳用牛を飼育して

おり、優秀な種雄牛の選抜・造成や繁殖雌牛や肉用子牛の生産性・飼養管理に係る研

究、乳用牛や飼料作物に係る試験研究を行っています。

この他、就農希望者や畜産技術者を受け入れ、飼養管理技術や受精卵移植など繁殖

技術の修得をサポートしています。

島根県職員として働く魅力は？

全国的に見ると島根県の畜産産出額は大きくはありませんが、県農業産出額に占め

る畜産の割合は大きいこと、畜産の関連業種も多いことから、島根県の農業や地元経

済への貢献度は高いと思います。

畜産に関する自身の知見を高め、今後、夢と希望をもって畜産に従事する若者が増

えるよう、その環境づくりに従事できることは大きな魅力です。

ある１日のスケジュール

飼料の栄養価の分析

超音波画像診断で
子牛の発育状態を把握



【行政（本庁勤務等）】

農業に関する施策を企画・立案・実行します

担い手育成、農作物の振興、産地づくりなどを進めるための取組や支援策を企画・

立案し、普及、研究とともにそれを実行します。

現在どんな仕事を担当していますか？

担い手の育成として、集落営農（※）の取組推進に関する提案や、補助事業に関す

る業務を行っています。集落営農の法人化や後継者の確保に力を入れており、地域に

いる普及員や市町村・JAなどの関係機関の方々と連携しながら取組を進めています。

※集落営農…効率的な農地利用や機械・施設等の共同利用、共同作業などを通して、集落単位で

  協力して地域の農業を守っていく仕組み

島根県職員として働く魅力は？

県職員は２～３年毎に異動がありますが、異動の度に、農家の方や関係機関の方と

のつながりが増えていくところが一番の魅力だと感じています。これまでの県職員生

活で３地域を経験してきましたが、現在は、県全域の集落営農の方々とともに、地域

の農業を守っていく仕事ができることにやりがいを感じています。

また、どの地域もとても住みやすく、異動の度に、また帰って来たいと思える場所

が増え続けている感覚があります。県職員として働くことで、私自身も知らなかった

島根の魅力にたくさん気付くことができました。

ある１日のスケジュール

集落営農の取組推進について打合せ



３．職員構成

出身大学

・島根大学

・鳥取大学

・岡山大学

・高知大学

・宮崎大学 など

年齢構成及び男女比

20代

25%

30代

26%
40代

14%

50代

28%

60代

7%

年齢構成

20代 30代 40代 50代 60代

68%

32%

男女比

男性 女性
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